
そ
の
後
も
来
箱
し
た
ロ
シ
ア
人
医
師
に
つ
い
て
、
ソ
ビ
エ
ト
の
医
史
研
究
者
と
連
絡
を
取
っ
て
鋭
意
研
究
を
続
け
て
き
た
結
果
、
従
来
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
二
、
三
の
知
見
に
つ
い
て
知
り
得
た
の
で
報
告
す
る
。

一
、
は
じ
め
に

先
き
に
筆
者
が
、
『
北
海
道
の
医

ヒ
ト
の
事
績
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

一
一
、
ア

安
政
五
年（

２
）

に
決
定
し
た
。

研
究
ノ
ー
ト

そ
し
て
初
代
の
領
事
と
し
て
ゴ
シ
ヶ
ビ
ッ
チ
が
安
政
五
年
来
日
し
た
。

ゴ
シ
ケ
ビ
ッ
チ
は
一
八
三
九
年
（
天
保
十
年
）
二
十
五
歳
の
時
、
ロ
シ
ア
の
清
国
派
遣
宣
教
使
団
の
一
員
と
し
て
北
京
に
来
て
、
一
八
五
○
年

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
つ
い
て

（
一
八
五
八
）
徳
川
幕
府
は
列
国
と
通
商
条
約
を
締
結
、

箱
館
ロ
シ
ア
病
院
の
医
師
に
関
す
る
知
見
補
遺

（
１
）

『
北
海
道
の
医
史
』

を
執
筆
し
た
際
、
そ
の
中
で
、
幕
末
の
箱
館
に
来
日
し
た
領
事
館
付
き
の
ロ
シ
ア
人
医
師
ア
ル
ブ
レ

そ
れ
に
基
づ
い
て
ロ
シ
ア
政
府
は
、
箱
館
に
領
事
館
を
開
設
す
る
こ
と

繩
癖
罐
極
寒
罐
録
壁
一
卉
匪
鍔
缶
号
昭
和
六
十
年
十
月
九
日
受
付

松
木
明

知
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（
３
）
（
４
）
（
５
）

ゴ
シ
ケ
ビ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
歴
史
学
者
フ
ァ
イ
ン
、
ヘ
ル
グ
女
史
の
『
ロ
シ
ア
と
日
本
』
や
、
そ
の
ほ
か
の
文
献
に
詳
し
い

（
６
×
７
）

が
、
昆
虫
学
上
の
業
績
に
関
連
し
て
は
、
長
谷
川
仁
氏
が
研
究
報
告
し
て
い
る
。

（
３
）

こ
の
尋
コ
シ
ケ
ビ
ッ
チ
に
追
従
し
て
箱
館
に
来
た
の
が
、
フ
ァ
イ
ン
、
ヘ
ル
グ
に
よ
れ
ば
、
書
記
官
Ｖ
・
Ｄ
・
オ
、
ハ
ン
デ
ル
、
海
軍
士
官
Ｈ
・
Ｈ
・

ナ
ジ
モ
フ
、
医
師
長
Ｍ
・
Ｈ
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
、
司
祭
長
Ｂ
・
Ｅ
・
モ
く
う
、
補
祭
イ
ワ
ン
・
マ
ホ
フ
な
ど
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
中
の
医
師
長
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
つ
い
て
は
、
彼
が
箱
館
で
書
き
、
・
ヘ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
医
学
雑
誌
に
投
稿
し
た
「
箱
館
の
医
学
地
誌
」
を

（
１
）

筆
者
は
紹
介
し
た
が
、
そ
の
略
歴
に
つ
い
て
は
殆
ど
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
長
谷
川
仁
氏
は
、
長
く
中
国
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る

（
８
）

ド
イ
ツ
の
医
師
で
植
物
学
者
ブ
レ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
記
述
か
ら
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
つ
い
て
略
述
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ア
ル
ブ
レ

ヒ
ト
は
一
八
一
二
年
に
エ
ス
ト
’
一
ア
の
生
れ
で
一
八
四
三
年
か
ら
一
八
四
九
年
ま
で
ド
ル
。
〈
ト
で
医
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
海
軍
軍
医
と
し
て

勤
務
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
領
事
館
付
き
の
医
師
と
し
て
ゴ
シ
ヶ
ビ
ッ
チ
と
一
緒
に
来
日
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

ゴ
シ
ケ
ビ
ッ
チ
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
植
物
、
貝
、
昆
虫
を
採
集
し
て
本
国
に
送
っ
た
。
植
物
は
マ
ク
シ
モ
ゥ
イ
チ
に

よ
っ
て
四
種
が
新
種
と
し
て
記
載
さ
れ
た
が
、
ム
ラ
サ
キ
オ
ッ
ッ
ジ
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
献
名
さ
れ
た
と
い
う
。

（
６
）
（
９
）

長
谷
川
氏
は
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
一
八
六
○
年
（
万
延
元
年
）
に
帰
国
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
谷
沢
、
島
田
両
氏
は
、
第
八
十
六
回
日
本

・
ゴ
シ
ケ
ビ
ッ
チ
が
、

五
年
九
月
で
あ
っ
た
。

彼
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
使
節
団
と
し
て
長
崎
、
小
笠
原
に
来
日
し
、
翌
翌
年
に
は
箱
館
、
大
阪
、
下
田
な
ど
に
寄
港

し
た
が
、
そ
の
後
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
下
田
で
津
波
に
遭
遇
し
た
り
、
さ
ら
に
ク
リ
ミ
ァ
戦
争
な
ど
の
た
め
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

漸
く
母
国
の
土
を
踏
む
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
。

〃
、
コ
シ
ケ
ビ
ッ
チ
が
、
日
本
の
事
情
に
詳
し
い
た
め
、
初
代
領
事
に
任
命
さ
れ
、
軍
艦
ジ
キ
ッ
ト
号
に
乗
っ
て
箱
館
に
入
港
し
た
の
は
、
安
政

（
嘉
永
三
年
）
ま
で
滞
在
し
た
。

の
採
集
に
尽
力
し
た
と
い
う
。

こ
の
間
、
中
国
語
、
天
文
学
、
気
象
学
を
学
び
、
さ
ら
に
同
僚
の
医
師
タ
タ
リ
ー
ノ
フ
と
共
に
昆
虫
や
植
物
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医
史
学
会
で
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
帰
国
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
五
月
で
あ
る
と
左
の
文
書
を
発
掘
紹
介
し
て
い
る
。

前
述
し
た
ド
イ
ツ
の
植
物
学
者
ブ
レ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
彼
が
一
八
六
五
年
露
都
．
ヘ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
会
い
、
そ
の
後
数

（
６
）

年
後
に
彼
が
死
亡
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
谷
川
氏
は
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
一
八
七
○
年
前
後
に
死
亡
し
た
と
し
て
い
る
。

し
、
か
し
筆
者
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
唯
一
の
医
学
史
博
物
館
で
あ
る
ポ
‐
‐
ル
・
ス
ト
ラ
ー
プ
ィ
ー
ナ
医
史
学
史
博
物
伝
の
カ
ー
ル
・
ア
ロ
ン
館
長
の

御
好
意
に
よ
り
、
一
八
七
二
年
の
医
師
の
名
簿
の
一
部
を
入
手
し
た
。

こ
の
「
ロ
シ
ア
医
学
人
名
年
報
内
務
省
医
学
部
門
編
」
（
”
。
且
爵
冒
ご
昌
圃
旨
嘩
冨
冒
一
）
一
唖
。
歸
冒
画
扁
思
い
．
砲
の
冒
鱗
冒
侭
）
と
題
す
る
名
簿
の
第

五
頁
に
は
、
一
‐
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
、
ミ
ハ
イ
ロ
ブ
。
ヘ
ト
ロ
ブ
極
東
地
方
、
Ｈ
Ｃ
、
Ｍ
Ｍ
」
と
あ
り
、
ア
ロ
ン
館
長
は
、
こ
の
ア
ル
《
フ
レ
ヒ
ト

が
箱
館
に
来
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
一
八
七
二
年
当
時
未
だ
生
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
右
以
外
に
彼
に
関
す
る
新
資
料
が
な
い
が
鋭
意
検
索
中
で
あ
る
。

誤
ｈ
／
で
あ
ろ
う
。

三
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
に
つ
い
て

（
４
）

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
次
に
領
事
館
付
の
医
師
と
し
て
ロ
シ
ア
か
ら
来
日
し
た
の
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
で
あ
る
と
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
元
木
は

ゴ
シ
ケ
ビ
ッ
チ
と
一
緒
に
来
日
し
た
と
し
て
い
る
が
、
一
緒
に
来
日
し
た
の
は
前
述
し
た
よ
う
に
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
で
あ
る
か
ら
元
木
の
記
述
は

私
共
（
深
瀬
洋
春
永
井
玄
栄
ｌ
松
木
注
）
去
来
年
（
安
政
六
年
）
己
来
願
之
通
、
魯
医
伝
習
被
仰
付
、
日
々
執
行
四
能
在
候
処
、
同
人
儀
も

当
月
（
五
月
ｌ
松
木
注
）
上
旬
帰
国
致
し
候
に
付
、
其
後
は
質
疑
問
難
、
可
良
師
も
無
御
座
、
大
に
困
迫
罷
在
候
処
、
以
下
略

前
に
掲
げ
た
島
田
、
谷
沢
氏
の
紹
介
し
た
文
言
に
は
、
「
今
般
尚
又
魯
国
海
重
医
ザ
レ
ス
キ
ー
と
申
す
も
の
、
暫
時
当
所
に
在
留
致
し
候
由
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伝
聞
仕
候
」
と
あ
り
、
こ
れ
健
コ
シ
ヶ
ビ
ッ
チ
と
一
緒
に
来
た
こ
と
を
否
定
す
る
証
拠
で
も
あ
る
。
こ
の
「
ザ
レ
ス
キ
ー
」
を
島
田
、
谷
沢
は

「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
」
の
こ
と
で
あ
る
と
注
し
て
い
る
。

（
６
）
（
皿
）
（
１
）

長
谷
川
氏
も
レ
ン
セ
ン
教
授
の
説
に
従
っ
て
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
」
と
し
て
お
り
、
筆
者
も
拙
著
の
中
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
と
記
し
た
。
こ
れ
は

（
４
）

函
館
ハ
リ
ス
ト
ス
教
会
の
厨
川
師
か
ら
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
」
で
あ
る
と
直
接
伺
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
元
木
は
「
ゼ
レ
ン
ス
ケ
」
と
し
、
ま
た

（
吃
）

函
館
の
医
学
に
詳
し
い
阿
部
博
士
は
「
ゼ
レ
ン
ス
ヶ
」
と
も
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
」
と
も
記
し
て
い
る
。

（
過
）

し
か
し
当
時
箱
館
に
い
た
新
島
襄
は
「
ザ
レ
ス
チ
ー
」
と
記
録
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
彼
の
名
は
こ
れ
ま
で
統
一
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
様
々
な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

し
か
し
著
者
は
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
，
｜
と
し
て
種
々
調
査
し
た
が
、
こ
の
綴
り
で
は
こ
れ
ま
で
全
く
手
懸
り
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
あ
る
い
は
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
」
と
い
う
呼
称
が
誤
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
Ｍ
）

そ
こ
で
改
め
て
フ
ァ
ィ
ン
ベ
ル
グ
女
史
の
原
著
書
を
調
べ
て
ゑ
る
と
「
魁
司
の
協
冨
ザ
レ
ス
キ
ー
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
分
っ
た
。

従
っ
て
従
来
「
ゼ
レ
ス
キ
ー
」
と
称
さ
れ
て
来
た
の
は
誤
り
で
あ
り
、
「
ザ
レ
ス
キ
ー
」
が
正
し
い
呼
称
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）
（
焔
）

前
掲
の
文
書
に
も
「
魯
国
海
軍
医
ザ
レ
ス
キ
ー
と
申
す
も
の
」
と
あ
る
が
、
発
音
通
り
に
眼
し
く
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
島
も
ほ
ぼ

正
確
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
ポ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
デ
ィ
ン
の
ア
ロ
ン
館
長
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
」
と
発
音
さ
れ
る
医
師
も
い
な
い
訳
で
な
く
、

前
述
し
た
一
八
七
二
年
の
医
師
人
名
録
に
は
凶
器
国
営
ま
た
は
間
①
旨
い
言
と
い
う
綴
り
の
医
師
は
四
名
お
り
、
こ
の
中
で
Ｎ
の
］
９
段
。
且
庁
昌

臨
ぐ
］
ｏ
ぐ
蔵
（
一
八
三
○
年
生
、
一
八
五
三
年
学
位
取
得
）
と
Ｎ
の
』
の
国
営
目
』
ｏ
自
営
一
留
日
且
。
ご
隷
（
一
八
二
九
年
生
、
一
八
五
二
年
学
位
取
得
）
の
二
人

が
、
年
代
的
に
は
該
当
す
る
が
、
両
名
共
ロ
シ
ア
国
内
の
勤
務
ば
か
り
で
、
海
外
に
出
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
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ソ
ビ
エ
ト
側
の
資
料
に
蛙
づ
く
と
、
一
八
七
○
年
に
は
死
亡
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
箱
館
領
事
館
付
の
医
師
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
一
八
七

二
年
頃
に
は
未
だ
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

彼
の
後
任
と
し
て
来
日
し
た
医
師
は
、
従
来
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
」
「
ゼ
レ
ン
ス
ヶ
」
「
ザ
レ
ス
キ
」
「
ザ
レ
ス
ケ
」
な
ど
色
々
の
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
た
が
、
ソ
ビ
エ
ト
の
歴
史
学
者
フ
ァ
イ
ン
、
ヘ
ル
グ
の
原
書
に
は
「
ザ
レ
ス
キ
ｉ
」
と
あ
る
の
で
こ
の
名
称
が
正
し
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ザ
レ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
の
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在
鋭
意
調
査
中
で
あ
り
、
改
め
て
報
告
し
た
い
。

稿
を
終
る
に
際
し
、
種
々
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
ポ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
デ
ィ
ン
医
学
史
博
物
館
カ
ー
ル
・
ア
ロ
ン
館
長
お
よ
び
農
業
環
境
技
術

研
究
所
の
長
谷
川
仁
氏
、
北
海
道
大
学
図
書
館
の
秋
月
俊
幸
氏
、
元
函
館
市
〈
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
厨
川
勇
師
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
１
）
松
木
明
知
『
北
海
道
の
医
史
』
津
軽
書
房
昭
和
四
十
八
年
一
三
頁

（
２
）
外
務
省
編
『
日
露
交
渉
史
』
明
治
百
年
史
叢
書
第
九
十
八
巻
原
書
房
昭
和
五
十
四
年
六
十
七
頁

（
３
）
フ
ァ
イ
ン
・
ヘ
ル
グ
（
小
川
政
邦
訳
）
『
ロ
シ
ア
と
日
本
、
そ
の
交
流
の
歴
史
』
新
時
代
社
一
九
八
一
年

（
４
）
元
木
省
吾
『
北
方
渡
来
』
時
事
通
信
社
昭
和
三
十
七
年
六
十
八
頁

（
５
）
中
村
新
太
郎
『
日
本
人
と
ロ
シ
ア
人
物
語
日
露
人
物
庄
来
史
』
大
月
沓
店
一
九
七
八
年

（
６
）
長
谷
川
仁
「
ゴ
シ
ヶ
ビ
ッ
チ
と
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
」
向
然
三
一
巻
十
八
頁
一
九
七
六
年

（
７
）
長
谷
川
仁
『
江
崎
悌
三
著
作
集
」
第
一
巻
解
題
思
索
社
一
九
八
四
年
三
四
一
頁

（
８
）
文
献
６
十
八
頁
お
よ
び
長
谷
川
氏
よ
り
の
私
信
に
よ
る
．

（
９
）
島
田
保
久
、
谷
沢
尚
一
「
一
八
五
八
’
一
八
六
八
年
箱
館
ロ
シ
ア
病
院
の
医
療
活
動
を
め
ぐ
っ
て
」
日
本
医
史
学
雑
誌
三
十
一
巻
二
号
お
よ
び

（
、
）
”
○
萌
曽
］
＆
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(2)FainbergE.N.1.A・Goshkevich:ThefirstRussian@GHistorical-philogicalinvestigations'',Acollectionofscientificpapers,

devotedtoAcaclemicianN.1.Convadi's75anniversaryofbirthMoscow,Nauka,1967,p508(魑職や<)
②
つ
め

NewlnformationonRussian

PhysicianstotheRussianConsulGeneralinHakodate

by

AkitomoMATSUKI

（
つ
い
）

NewinfbrmationonRussianphysicianstotheRussianConsulGeneralinHakodateattheendof

theEdoerawasintroduCed.

TheinfbrmationmostlyconcernedDr.AlbrechtandDr.Zaresskii,whocametoHakodateinthe

endoftheEdoeraasphysicianstotheRussianConsulate.

Thedetailsincludedwerenotpreviouslyknowntous.


